
｢日神＝姉」の陰陽論

『
日
本
書
紀
」
「
神
代
紀
」
亀
日
本
書
紀
』
巻
第
一
・
第
二
「
神
代
上
下
己
は
、

陰
陽
論
に
よ
る
統
一
的
な
作
品
構
造
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
研
究

（４）

領
域
の
創
始
者
で
あ
る
神
野
志
隆
光
氏
が
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
准
南

子
』
と
い
う
陰
陽
五
行
家
系
統
の
言
説
を
含
ん
で
成
立
し
て
い
る
（
天
文

訓
・
墜
形
訓
・
時
則
訓
・
覧
冥
訓
・
本
経
訓
）
漢
籍
を
典
拠
と
し
て
選
ん

は
じ
め
に

（１）

「
日
本
書
紀
』
は
多
く
の
漢
籍
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
「
神
代
紀
」
も
例

外
で
は
な
く
、
漢
籍
の
陰
陽
論
に
基
づ
く
構
成
を
も
つ
。
「
神
代
紀
」
は

（２）

中
国
の
陰
陽
論
的
世
界
像
の
上
に
世
界
生
成
を
語
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
神
代
紀
」
の
陰
陽
論
に
は
重
大
な
矛
盾
が
あ
る
。
「
日
」
神

の
ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
女
」
神
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
陽
」
を
体
現

す
る
「
日
」
神
で
あ
り
な
が
ら
、
「
陰
」
を
象
る
「
女
」
神
と
語
ら
れ
る

ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
中
国
式
の
陰
陽
論
の
公
式
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
矛
盾
を
読
解
す
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
答
え
る
次

（３）

第
で
あ
る
。

「
日
神
Ⅱ
姉
」
の
陰
陽
論

１
問
題
の
設
定
ｌ
〈
型
〉
と
し
て
の
陰
陽
論
Ｉ

特
集
・
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
Ⅱ

ｌ
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
の
思
考
Ｉ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
書
物
の
思
考
ｌ
創
造
と
し
て
の
注
釈
・
引
用
・
編
集
Ｉ

（一。）

で
い
る
こ
と
も
、
こ
の
見
解
を
側
面
か
ら
支
え
て
い
よ
う
。
後
に
儒
教
を

国
教
化
し
た
公
羊
学
者
、
董
仲
野
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
春
秋
繁
露
』
に

も
陰
陽
論
は
深
く
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
後
の
儒
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え

（６）

る
も
の
と
な
っ
た
。
八
世
紀
日
本
が
受
容
し
た
儒
教
思
想
ｌ
律
令
の
骨
格

で
も
あ
る
Ｉ
は
、
陰
陽
論
の
色
彩
が
極
め
て
強
い
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

陰
陽
論
が
儒
教
思
想
の
根
底
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
儒
教
の
基
礎

的
な
五
種
の
経
典
「
五
経
正
義
」
に
含
ま
れ
る
「
周
易
』
の
原
理
か
ら
見

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
周
易
』
の
基
礎
理
論
た
る
陰
陽
論
は
、
い
わ
ば

儒
教
全
体
ｌ
律
令
国
家
全
体
ｌ
に
影
響
す
る
思
想
な
の
で
あ
る
。
こ
の
律

令
国
家
の
正
当
性
を
歴
史
的
に
確
認
し
て
い
く
『
日
本
書
紀
」
に
お
い
て

（７）は
、
陰
陽
論
に
よ
る
世
界
生
成
の
「
理
」
を
語
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で

あ
っ
た
。
「
神
代
紀
」
は
東
ア
ジ
ア
に
普
遍
的
に
あ
っ
た
「
儒
教
思
想
／

陰
陽
論
」
と
い
う
〈
型
〉
に
依
拠
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
で
、
『
周
易
」
の
原
理
を
見
て
み
れ
ば
、
奇
数
画
の
「
こ
と

偶
数
画
の
「
こ
か
ら
成
る
記
号
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
卦
」
を
め
ぐ

る
思
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
．
」
画
は
「
陽
」
す
な
わ
ち
「
剛
強
」

を
意
味
し
、
「
こ
画
は
「
陰
」
す
な
わ
ち
「
柔
弱
」
を
意
味
す
る
。
そ

の
上
で
万
物
の
事
象
を
二
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
陽
」
「
陰
」
と
い
う

山

田

純
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（８）

二
項
に
配
当
す
る
の
で
あ
る
。

陽
…
｜
剛
積
極
男
夫
君
大
昼
進
動
富
表
真
日

陰
…
一
柔
消
極
女
妻
臣
小
夜
退
静
貧
裏
偽
月

こ
の
よ
う
に
、
世
界
を
構
成
す
る
要
素
を
相
反
す
る
二
項
に
分
類
し
、

そ
の
両
性
の
関
係
を
説
く
の
が
「
周
易
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
陰

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

陽
の
二
元
論
に
根
ざ
し
た
世
界
観
と
い
え
よ
う
。
「
神
代
紀
」
は
こ
の
世

界
観
に
依
拠
し
て
世
界
と
万
物
の
生
成
を
語
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
国
式
の
陰
陽
論
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
神
代
紀
」
第
一
段
前
半
部
分

で
は
、
『
准
南
子
」
と
『
修
文
殿
御
覧
』
所
収
「
三
五
暦
紀
」
が
典
拠
と

し
て
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
文
脈
的
意
味
と
は
異
な
る
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
野
志
氏
は
、
「
文
飾
」
「
潤
色
」

と
い
う
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
観
点
で
は
な
く
、
出
典
と
な
っ
た
漢
籍
の
独

自
の
文
脈
を
切
断
し
て
選
択
的
に
典
拠
と
す
る
「
引
用
の
主
体
性
」
と
し

（９）

て
強
調
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
漢
籍
そ
の
も
の
の
理
解
を
、

「
神
代
紀
」
は
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
書
物
を
め
ぐ
る
注
釈
・
引
用
・
編
集
の

問
題
を
、
〈
型
〉
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に

普
遍
的
に
見
ら
れ
る
陰
陽
論
を
、
ひ
と
つ
の
「
世
界
生
成
の
原
理
」
に
対

す
る
思
考
の
〈
型
〉
と
捉
え
よ
う
。
「
神
代
紀
」
は
そ
の
〈
型
〉
の
理
に

従
っ
て
世
界
生
成
を
語
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
「
神
代

紀
」
を
語
る
背
景
に
は
、
一
度
中
国
式
の
陰
陽
論
を
解
釈
す
る
と
い
う
過

程
が
存
在
し
よ
う
。
「
神
代
紀
」
は
中
国
式
の
陰
陽
論
を
解
釈
し
た
後
で

開
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
・
そ
の
注
釈
行
為
の
結
果
が
、
「
神
代
紀
」

の
陰
陽
論
的
世
界
生
成
の
場
面
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
視
点
に
立
つ
の

陰
陽
論
の
対
応
関
係
は
、
「
陽
…
君
主
・
男
・
日
」
で
あ
り
、
「
陰
：
．
臣
下
．

女
・
月
」
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
、
「
日
」

神
で
あ
り
つ
つ
天
皇
（
君
主
）
に
繋
が
る
系
譜
の
頂
点
に
位
置
す
る
存
在

が
「
女
（
姉
）
」
神
で
あ
る
と
い
う
、
陰
陽
論
の
公
式
か
ら
外
れ
る
重
大

な
矛
盾
が
存
在
す
る
。
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
読
解
す
る
べ
き
な
の
か
。

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

前
掲
神
野
志
論
は
、
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
既
に
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ

は
遡
れ
ば
平
安
時
代
の
講
書
の
時
点
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
五
「
述
義
こ
が
引
く
『
日
本
書
紀
私
記
」
を

（Ⅲ）

参
照
し
よ
う
。

である。
こ
の
と
き
、
「
引
用
の
主
体
」
は
、
陰
陽
論
と
い
う
〈
型
〉
を
ど
の
よ

つ
か
い
な
が
ら

う
に
解
釈
（
注
釈
）
し
、
引
用
（
典
拠
）
し
、
そ
れ
を
ど
う
動
態
（
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
）
、
「
神
代
紀
」
を
編
纂
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
と
し

て
の
「
神
代
紀
」
ｌ
ひ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
ｌ
は
何
を
思
考
す
る
「
書

物
」
と
し
て
読
め
る
の
か
。
こ
の
読
解
を
試
み
る
こ
と
が
本
稿
の
あ
ら
ま

しである。

こ
の
問
題
に
挑
む
と
き
、
「
日
」
神
が
「
女
」
神
で
あ
る
と
い
う
重
大

な
矛
盾
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
否
、
む
し
ろ
こ
の
矛
盾
に
こ
そ
、
「
神
代

紀
」
の
「
引
用
の
主
体
」
は
現
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
の
だ
。
日
神
Ⅱ
女

神
を
是
と
し
た
思
考
こ
そ
が
、
す
な
わ
ち
、
「
神
代
紀
ｌ
書
物
ｌ
の
思
考
」

そ
の
も
の
の
反
映
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

① ２
日
神
Ⅱ
女
神
の
問
題
性
ｌ
「
日
神
Ⅱ
姉
」
の
陰
陽
論
Ｉ

私
記
日
。
問
。
日
者
是
陽
精
。
月
者
是
陰
精
也
。
即
以
レ
君
為
し
日
。
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故
水
数
一
也
。
掴
陽
射
川
陶
。
（
中
略
）
又
云
、
水
難
二
陰
物
一
、
陽

劃
到
尉
剛
１
Ｊ
剛
加
州
吋
刑
則
州
銅
調
画
鯏
釧
１
閏
矧
到
刻
剛
１
Ｊ
剛
州

崩剛墹云々
。

ま
ず
、
引
用
す
る
漢
籍
と
し
て
、
陰
陽
論
の
基
礎
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
五

行
大
義
』
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
『
五
行
大
義
』
を
引

用
し
つ
つ
、
「
陽
」
は
「
陰
」
を
内
包
し
、
「
陰
」
は
「
陽
」
を
内
包
し
て

い
る
、
と
い
う
論
理
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、

傍
線
部
①
で
は
、
「
日
」
は
「
君
主
」
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
月
」

は
「
臣
下
」
を
象
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
れ
が
陰
陽
の
配
分
で
あ

る
は
ず
だ
が
、
こ
こ
（
「
神
代
紀
」
）
で
は
、
日
神
を
女
と
い
い
、
月
神
を

男
と
い
う
。
陰
陽
の
論
理
と
違
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
傍
線
部
②
が
答
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、

陰
陽
の
論
理
は
漢
籍
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
「
日
神
Ⅱ
陽
」
「
月

神
Ⅱ
陰
」
と
理
解
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
陰
陽
論
を
め

ぐ
る
議
論
は
、
中
国
式
の
陰
陽
論
か
ら
外
れ
た
特
殊
性
が
「
神
代
紀
」
に

は
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
了
承
す
る
の
で
あ
っ
た
。

中
世
の
「
釈
日
本
紀
』
は
続
け
て
、
陰
陽
論
の
詳
細
な
分
析
に
入
る
。

詞 ’於保比留咋一・謂月神一為二月人男一・是自レ本本朝神霊之（
兼
方
）
私
案

子
之
位
也
。
陰
崖

し陰合而為し一・

謂
二
月
神
一
為
二
男
神
一
也
。
何
其
相
反
乎
。

答
○

私案。刊月判封調司。

陰
気
微
二
動
於
黄
泉
之
下
一
・

司
筈
ロ
。
日
疋
圭
呈
言

錐
二
陰
物
一
、
陽
在
司
於
内
一

逹

Ｉ

天以レ

○

。
今
此
間
謂
二
日
神
一
為
二

■■■■■■■■■

始動無レニ。

生二水於北方一・

無
レ
ニ
。
天
数
与

・従三陽之始一・ 君

矛
盾
は
こ
の
時
点
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。
否
、
む
し
ろ
矛
盾
で
は
な
い
と

表
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
詳
細
は
後
述
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
、

以
上
の
見
解
は
続
く
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
そ
の
ま
ま
引
用

さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
両
者
を
合
わ
せ
て
分
析
し

よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

日
陽
精
而
為
二
女
神
一
、
月
陰
精
而
為
二
男
神
一
、
今
謂
レ
是
也
。
五

斗
刷
崎
引
固
珂
型
調
引
間
封
。
蓋
元
本
之
神
体
。
非
し
陽
非
し
陰
、
垂

（川）

迩
之
妙
用
、
為
し
男
為
し
女
者
也
。

『
纂
疏
』
が
「
日
」
神
Ⅱ
「
女
」
神
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
、
陰
陽
論

か
ら
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
『
五
行
大
義
』
を
引
き
、

「
陽
」
の
中
に
は
「
陰
」
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
「
陰
」
の

中
に
は
「
陽
」
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
『
釈
日
本
紀
」
に
準
じ

る
見
解
で
あ
る
。
つ
い
で
、
二
重
傍
線
部
の
見
解
に
至
る
。

二
重
傍
線
部
は
『
周
易
』
「
繁
辞
上
伝
」
の
．
陰
一
陽
、
之
謂
レ
道
」

（吃）

を
典
拠
と
す
る
文
で
あ
る
。
意
味
と
し
て
は
、
「
陰
」
も
「
陽
」
も
存
在

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
典
と
な
っ
た
『
周
易
』
の
当
該
部
分
に

付
せ
ら
れ
た
韓
康
伯
注
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

皆
陰
陽
同
体
之
義
也
。
故
日
、

行
允
義
日
、
天
一
生
二
水
於
北
一
、
地
二
生
二
火
於
南
一
・
水
陰
而
陽
数
、

火
陽
而
陰
数
。
故
水
体
内
明
而
外
暗
。
火
体
内
暗
而
外
明
。
明
者
陽
、

暗
者
陰
也
。
司
到
堀
刺
團
離
判
断
。
象
し
此
也
。
又
日
中
有
二
三
足
烏
一
・

烏
属
二
西
方
一
・
而
日
初
生
し
東
。
月
中
有
二
玉
兎
一
・
兎
属
二
卯
方
一
・

而
月
初
生
し
西
。
又
如
二
水
精
向
し
日
生
し
火
、
向
レ
月
生
一
し
水
。
是

在
し
陽
為
し
無
し
陽
、
陽
以
レ
之
成
、
故
日
二
一
陰
一
陽
｝
也
。

陰
陽
雛
し
殊
、
無
し
一
以
待
し
之
。

し
陰
為
し
無
し
陰
、
陰
以
レ
之
生
、

月
、
互
罰
馴
鹿
壱

。又日、

- ２９ -
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「
陽
」
と
「
陰
」
は
そ
れ
自
体
は
異
な
る
も
の
だ
が
、
陰
の
内
部
は
「
陰

で
は
な
く
」
、
陽
の
内
部
は
「
陽
で
は
な
い
」
た
め
、
両
者
は
そ
れ
自
体

と
し
て
は
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
換
言
す

れ
ば
、
「
陰
」
の
中
に
は
「
陽
」
が
、
「
陽
」
の
中
に
は
「
陰
」
が
、
そ
れ

ぞ
れ
常
に
隠
さ
れ
て
い
る
た
め
、
純
粋
な
「
陰
」
・
「
陽
」
な
ど
存
在
し
な

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

陰
陽
は
配
合
の
問
題
で
あ
る
。
必
ず
両
者
は
両
方
を
抱
え
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
陰
陽
は
互
い
に
流
動
変
化
し
て
い
る
た
め
、
「
陽
」
が
極
ま
っ

た
と
き
に
も
、
実
は
次
の
「
陰
」
の
芽
が
宿
っ
て
い
る
。
逆
に
「
陰
」
が

極
ま
っ
た
と
き
で
も
、
実
は
次
の
「
陽
」
が
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
陰
陽
の
特
性
ゆ
え
に
、
純
粋
な
「
陽
」
な
ど
存
在
せ
ず
、
同
じ
よ
う
に

純
粋
な
「
陰
」
と
し
て
指
し
示
せ
る
も
の
も
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

「
陽
」
と
も
い
え
な
け
れ
ば
「
陰
」
と
も
い
え
な
い
（
二
重
傍
線
部
）
の

である。
『
纂
疏
』
の
「
陰
陽
之
精
、
互
蔵
其
宅
」
は
、
こ
の
理
論
を
さ
ら
に
わ

か
り
や
す
く
書
え
て
い
る
語
句
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
陽
」
も
「
陰
」
も
、

た
が
い
に
相
反
す
る
も
の
を
内
部
に
隠
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
「
陰
陽
同
体
之
義
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
纂
疏
」
の
当
該
箇

所
の
陰
陽
理
解
は
、
伝
統
的
な
「
周
易
』
解
釈
の
正
統
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
状
態
を
『
周
易
』
の
「
卦
」
に
従
っ
て
説
明
し
た
の
が
、
傍
線
ゴ

シ
ッ
ク
部
「
易
卦
炊
中
連
離
中
断
。
（
易
の
卦
の
炊
は
中
を
連
ね
、
離
は

中
を
断
つ
ど
で
あ
る
。

かん

こ
こ
で
い
う
卦
と
は
、
三
一
（
離
と
．
「
睾
（
攻
）
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
易

卦
炊
中
連
離
中
断
」
と
は
、
「
離
」
の
卦
は
「
陽
」
の
「
匡
卦
が
上
下

同圓
陽↓ ｰ ↓

ｰ

卦
全↓ ↓ｰ

ま
た
、
「
離
」
「
炊
」
卦
は
「
火
」
「
水
」
に
臂
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

別
の
も
の
に
も
書
え
ら
れ
る
。

則
父
母
二
神
為
二
乾
坤
一
・
副
剃
岬
鰕
、
帥
勧
御
切
、
其
義
明
美
。含纂疏』）

こ
れ
は
『
周
易
』
説
卦
伝
「
離
為
レ
火
、
為
し
日
」
を
典
拠
と
す
る
理

解
で
あ
る
。
「
離
」
卦
と
は
、
世
界
を
構
成
す
る
要
素
に
分
類
す
れ
ば
、
「
火
」

を
配
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「
日
」
を
配
当
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
内
部
に
は
「
陰
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

を
構
成
し
、
陰
卦
「
こ
を
中
に
挟
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
陽
」
の

かく

中
に
「
陰
」
を
「
蔵
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。
逆
に
「
攻
」
の
卦
は
、
「
陰
」

の
「
亡
卦
が
上
下
を
構
成
し
、
陽
卦
「
｜
」
を
中
に
挟
ん
で
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
陰
」
の
中
に
「
陽
」
を
「
蔵
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。

『
周
易
』
が
示
す
「
離
」
は
、
自
然
を
構
成
す
る
五
大
要
素
「
木
火
土
金
水
」

の
中
で
は
「
火
」
に
当
た
り
、
「
炊
」
は
「
水
」
に
当
た
る
。
故
に
、
『
纂

疏
』
は
「
故
、
水
体
の
内
は
明
る
く
し
て
外
は
暗
し
。
火
体
の
内
は
暗
く

し
て
外
は
明
る
し
。
明
は
陽
な
り
、
暗
は
陰
な
り
」
と
誉
え
る
の
で
あ
る
。

「
火
」
の
「
内
部
」
は
「
陰
」
卦
が
宿
っ
て
い
る
の
で
「
火
」
の
内
部
は
「
暗
」

く
、
逆
に
「
水
」
の
内
部
は
「
陽
」
卦
が
宿
っ
て
い
る
の
で
「
水
」
の
「
内

部
」
は
「
明
」
る
い
と
書
え
る
の
で
あ
る
。

火
体
の
内
は
《
暗
》
く
し
て
外
は
「
明
」
る
し

↓
「
明
」
は
「
陽
」
な
り
、
《
暗
》
は
《
陰
》
な
以

水
体
の
内
は
「
明
」
る
く
し
て
外
は
《
暗
》
し

-３０-



｢日神＝姉」の陰陽論

『
周
易
』
の
陰
陽
論
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
「
陽
」
は
内
部
に
「
陰
」

な
る
も
の
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
表
象
が
、
「
離
」

と
い
う
卦
で
あ
り
、
こ
の
「
離
」
卦
は
「
日
」
を
示
す
卦
で
も
あ
っ
た
の

だ
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
「
日
」
は
「
陰
」
な
る
も
の
を
抱
え
た
存
在

な
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
で
あ
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
が
『
釈
日
本
紀
』
Ⅱ
『
纂
疏
』
の
示
し
た
「
解
」
で
あ
っ
た
。

天
皇
（
Ⅱ
君
主
）
の
系
譜
の
頂
点
に
あ
り
、
か
つ
「
日
」
神
で
も
あ
る
ア

マ
テ
ラ
ス
が
そ
の
内
部
に
「
陰
Ⅱ
女
」
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て

陰
陽
論
で
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
理
的
な
理
解
は
、
中
国
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中

国
で
は
、
政
治
的
に
は
君
主
は
極
陽
す
な
わ
ち
「
乾
」
と
し
て
象
ら
れ
、

臣
下
は
極
陰
す
な
わ
ち
「
坤
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
皇
系
譜

の
頂
点
に
「
乾
」
を
採
ら
ず
に
、
伝
統
的
な
太
陽
神
格
の
女
神
ア
マ
テ
ラ

ス
を
陰
陽
論
と
い
う
〈
型
〉
の
中
に
採
っ
た
瞬
間
に
顕
現
し
た
「
神
代
紀
」

（旧）

の
特
殊
性
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
史
記
』
や
「
漢
書
』
と
い
っ
た
、
「
神
代
」

を
持
た
な
い
中
国
史
書
に
は
現
れ
な
い
特
殊
性
で
あ
り
、
陰
陽
論
の
〈
型
〉

を
も
た
な
い
『
古
事
記
』
に
は
現
れ
得
な
い
特
殊
性
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
こ
こ
ま
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
女
」
神
で
あ
る
こ
と
は
、
陰
陽
論

の
原
理
主
義
的
理
解
か
ら
見
れ
ば
矛
盾
で
は
な
い
こ
と
を
見
て
き
た
。
先

行
研
究
た
る
「
釈
日
本
紀
』
・
「
纂
疏
』
は
少
な
く
と
も
そ
う
読
解
し
た
の

で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
陰
陽
論
的
原
理
主
義
が
も
た
ら
し
た
「
神
代
紀
」

の
思
考
を
見
る
こ
と
で
、
本
稿
の
解
答
を
示
し
た
い
。

３
「
神
代
紀
」
の
思
考

ｌ
「
君
主
／
臣
下
」
の
相
互
補
完
的
「
神
代
」
Ｉ

略
）
相
与
致
二
其
祈
祷
一
焉
。
又
樹
剥
到
詞
矧
当
制
刺
刻
矧
、
則
手
持
二

茅
纒
之
鞘
一
、
立
二
於
天
石
窟
戸
之
前
一
、
巧
作
俳
優
。

「
神
代
紀
」
は
冒
頭
か
ら
陰
陽
論
（
Ⅱ
『
周
易
」
の
原
理
）
で
構
成
さ

れ
て
き
た
。
当
該
箇
所
を
陰
陽
論
で
読
む
な
ら
ば
当
然
、
「
周
易
」
を
準

備
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る

当
該
部
分
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
戸
」
を
閉
じ
る
と
、
「
昼
Ⅱ
陽
」
と

「
夜
Ⅱ
陰
」
が
「
交
代
」
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
態
を
語
る
。
す
な
わ
ち
、

常
に
闇
Ⅱ
夜
Ⅱ
陰
の
状
態
で
世
界
は
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
陰

陽
論
で
い
え
ば
「
陰
陽
不
調
」
と
い
う
事
態
を
意
味
す
る
。
こ
の
部
分
は
、

『
周
易
」
「
繁
辞
上
伝
」
の
次
の
部
分
に
対
応
し
よ
う
。

陰
陽
論
の
原
理
主
義
的
側
面
を
も
つ
「
神
代
紀
」
は
、
結
果
と
し
て
ど

の
よ
う
な
思
考
を
発
信
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な

太
陽
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
陰
陽
論
の
〈
型
〉
に
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
れ

る
矛
盾
を
訂
正
せ
ず
に
、
あ
え
て
是
認
し
た
思
考
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
マ

テ
ラ
ス
が
問
題
で
あ
る
以
上
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
単
独
で
機
能
す
る
第
七

（脚）

段
（
天
石
窟
段
・
宝
鏡
開
始
章
）
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

由し此発し偶、乃入二干天石窟一、閉訓劉司刮川劉周焉。故

六合之内常闇、而洞捌獅副祠例舸榊斗。干し時、川Ｈ刑捌、

会二於天安河辺一、計二其可レ祷之方一・故思兼神、深謀遠慮、

遂聚二常世之長鳴烏一、使二互長鳴一・亦以二羽刺姻楜一、立二

是故、

’

二之変一・

之器一・

之神一・
磐戸之側一、往

来
不
し
窮
、
謂
二
之
通
一
・
見
乃
謂
二
之
象
一
・
形
乃
謂
二

制
而
用
し
之
謂
二
之
法
一
、
利
用
出
入
、
民
成
用
し
之
、
謂
二

閨
し
戸
謂
二
之
坤
一
・
關
レ
戸
謂
二
之
乾
一
・
斗
閏
国
剖
闘
、
謂

而
中
臣
連
遠
祖
天
児
屋
命
、

心
東
祖
太
王
今叩
へ

中
-３１-
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陰
陽
の
変
化
を
、
家
の
戸
の
機
能
に
書
え
る
の
で
あ
る
。
戸
が
閉
じ
た

状
態
、
こ
れ
は
陰
が
極
ま
っ
た
状
態
で
、
万
物
は
包
み
隠
さ
れ
る
。
戸
が

開
い
た
状
態
、
こ
れ
が
「
陽
」
の
極
ま
っ
た
状
態
で
あ
る
。
万
物
が
生
を

与
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
る
。
陽
は
や
が
て
変
化
し
て
陰
と
な
り
、
陰
は
変

化
し
て
陽
と
な
る
か
ら
、
こ
の
陰
陽
の
変
化
は
戸
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り

す
る
状
態
に
書
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

戸
を
閉
じ
て
し
ま
う
ア
マ
テ
ラ
ス
の
行
為
は
、
開
か
な
い
戸
（
磐
戸
）

と
し
て
示
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
世
界
は
「
陰
」
が
極
ま
っ
た
「
夜
」
の

状
態
で
停
止
し
、
陰
陽
不
調
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
の
解
決
の

た
め
に
は
、
戸
を
開
け
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
陰
陽
を
正
常
な
状
態

に
戻
す
「
陰
陽
調
和
」
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
陰
陽
の
変
化
は
た
い
へ
ん
微
妙
な
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に

そ
の
微
妙
な
も
の
に
到
達
で
き
る
の
は
「
聖
人
」
だ
け
で
あ
る
と
『
周
易
』

は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
聖
人
」
（
文
王
・
周
公
日
一
）
が
「
易
」
．

お
よ
び
そ
の
解
釈
を
作
っ
て
、
民
の
利
用
に
利
し
た
と
伝
え
る
の
で
あ

（旧）る
。
陰
陽
変
化
の
原
理
を
知
悉
し
、
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
聖

人
」
だ
け
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
神
代
紀
」
は
「
陰
陽
不
調
」
を
是
正
す
る
「
聖
人
」
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
存
在
を
示
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
纂
疏
」
は
、 |’二．還門二一一口：之変 含周易正義』）

岬一室開し戸謂二之乾一也

几
物
先
後
故
し
坤
而
後
一

Ｏ-一-二四團倒-「-調卿雪詞詞酬到釧司骨詣智《ユ封老回剥ｌ-誼闇皿弱国剛崎租哨昂循幽劃-

○

Ｏ

閨’

「
天
石
窟
者
、
天
之
陰
室
也
。
嶮
如
二
世
之
石
窟
一
也
。
日
神
閑
居
、
則
謂

二
今
世
之
日
食
皆
既
一
也
」
と
し
て
、
こ
の
事
態
を
「
日
食
」
と
見
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
陰
陽
五
行
論
の
文
脈
に
お
け
る
「
日
食
」
、
す
な

わ
ち
「
陰
陽
不
調
」
が
も
た
ら
す
「
災
異
」
と
し
て
の
「
日
食
」
で
あ
る
。

「
漢
書
』
「
五
行
志
第
七
下
之
上
」
で
は
、
「
伝
日
、
皇
之
不
し
極
。
（
略
）

時
則
有
二
日
月
乱
行
、
星
辰
逆
行
一
」
と
述
べ
、
「
皇
、
君
也
。
極
、
中
。
建
、

立
也
」
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
食
」
と
い
う
日
月
交
代
の
正
常
な

ら
ざ
る
事
態
は
、
皇
帝
の
政
治
的
行
為
・
責
任
に
よ
っ
て
起
き
る
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
陰
陽
不
調
の
場
合
、
皇
帝
が
徳
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
と
す
る
。
陰
陽
不
調
は
皇
帝
の
徳
の
有
無
に
依
拠
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
毒
俣
書
』
巻
九
「
元
帝
紀
」
の
「
初
元
三
年
六

月条」に、六
月
、
詔
日
、
差
聞
、
安
民
之
道
、
本
縣
二
陰
陽
一
・
副
笥
１
隅

之過一者上、今則不レ然。嫡合二筍従一、未二肯極言一、朕甚閨焉。

（旧）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
「
陰
陽
不
調
」
は
、
皇
帝
の
徳
の
不

足
に
よ
っ
て
起
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
決
は
、
や
は
り
皇
帝
の
み
の
責

任
で
あ
り
、
資
格
で
あ
っ
た
。
『
漢
書
』
巻
四
「
文
帝
紀
」
の
「
文
帝
二

年
十
一
月
条
」
に
は
、

十
一
月
癸
卯
晦
、
副
封
削
創
叫
創
。
詔
日
、
朕
聞
し
之
、
天
生
し
民
、

為
し
之
置
レ
君
、
以
養
。
治
之
一
・
人
、
王
不
し
徳
、
布
政
不
し
均
、
則
天

示二之災一、以戒レ不し治。

と
し
て
、
日
食
の
原
因
を
皇
帝
の
政
治
に
位
置
づ
け
、
こ
の
回
復
に
は
や

は
り
皇
帝
の
政
治
的
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

陽
錯
謬
、
風
雨
不
レ
時
。
朕
之
不
し
徳

○

本
縣
二
陰
陽
一
・
副
笥
１
閏

庶
幾
群
公
、
有
下
敢
言
二
朕
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｢日神＝姉」の陰陽論

「
神
代
紀
」
の
場
合
、
「
陰
陽
不
調
」
を
解
決
す
る
の
は
、
本
来
な
ら
ア

マ
テ
ラ
ス
か
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
側
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、

「
臣
下
」
の
祖
先
神
た
ち
が
陰
陽
不
調
を
是
正
す
る
の
で
あ
る
。
本
来
な

ら
ば
「
聖
人
」
あ
る
い
は
「
皇
帝
（
君
主
）
」
の
み
が
可
能
で
あ
る
「
陰

陽
調
和
」
を
、
「
臣
下
」
が
行
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
「
日
神
」
は
『
周
易
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
離
」
の
卦
で

あ
る
と
読
ん
で
き
た
（
「
纂
疏
』
）
。
「
離
」
は
「
陽
」
の
内
部
に
「
陰
」
を

宿
す
。
故
に
陽
神
が
女
性
で
あ
る
理
由
と
し
て
納
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
離
」
と
陰
陽
論
的
に
対
応
す
る
の
は
「
炊
」
の
卦
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

か
く

陰
の
中
に
陽
を
蔵
し
て
い
る
卦
で
あ
る
。
「
君
主
／
臣
下
」
と
い
う
対
応

関
係
に
当
て
は
め
れ
ば
、
「
臣
下
」
の
中
に
「
陽
」
を
隠
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

戸
を
閉
じ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
と
、
戸
を
開
け
る
臣
下
と
い
う
対
応
関
係
、

い
わ
ば
相
互
補
完
的
で
対
称
的
な
関
係
が
示
さ
れ
る
「
神
代
」
が
語
ら
れ

て
い
る
の
が
「
神
代
紀
」
な
の
で
あ
る
。
「
日
」
を
「
離
」
と
す
る
読
解
は
、

対
応
す
る
「
月
」
を
「
炊
」
と
す
る
読
解
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
日
Ⅱ
陰

Ⅱ
君
主
」
「
月
Ⅱ
陽
Ⅱ
臣
下
」
を
可
能
と
す
る
思
考
で
あ
る
。
結
果
、
「
君

主
」
と
「
臣
下
」
は
相
互
補
完
的
な
対
応
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
神
代
」
が
あ
っ
た
と
、
「
神
代
紀
」
は
語
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
皇
と
臣
下
が
互
い
に
補
い
合
い
な
が
ら
日

本
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
「
神
代
」
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、

「
神
代
紀
」
が
注
釈
・
引
用
・
編
纂
の
果
て
に
発
信
し
た
「
書
物
の
思
考
」

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
こ
こ
ま
で
、
「
神
代
紀
」
の
思
考
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
最
後
に
、

こ
の
「
思
考
」
を
「
纂
疏
』
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
の
か
を
見
て
本

稿
を
閉
じ
よ
う
。
引
き
続
く
「
神
代
下
」
の
冒
頭
部
分
（
第
九
段
「
本
書
」
）

に
つ
い
て
で
あ
る
。

高
皇
産
霊
ｌ
拷
幡
千
千
姫
（
波
線
部
が
直
系
を
示
す
）

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
中
心
と
し
て
見
た
場
合
、
「
高
皇
産
霊
」
は
母
親
の
父

に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
「
外
戚
」
（
政
治
的
に
は
「
臣
下
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
中
国
の
史
書
で
は
「
紀
」
で
は
な
く
「
伝
」
で
取
り
扱
わ
れ
る
）

な
の
で
あ
る
。
「
纂
疏
」
の
理
解
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

天
照
太
神
者
、
中
国
之
主
、
言
二
其
子
一
・
則
正
嫡
定
、
而
昭
穆
次
。

副
副
詞
蜀
對
引
川
到
制
馴
劇
１
ヨ
訓
到
刻
利
刈
訓
別
創
謝
判
Ｊ
Ⅲ
判
對
劇
。

蓋謂二皇孫一、当三必降二於中国一、而為レ之君し之由也。（略）

ｌ

高
皇
産
霊
者
、
為
一
瓊
杵
尊
之
外
祖
一
、
故
皇
祖
。

『
纂
疏
』
は
「
高
皇
産
霊
」
を
「
外
戚
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
こ
の
「
外

戚
」
を
「
上
帝
」
す
な
わ
ち
中
国
の
最
高
神
格
に
準
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
「
高
皇
産
霊
」
が
天
孫
降
臨
を
司
令
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
言
い
換

え
れ
ば
「
外
戚
」
が
「
天
皇
」
に
対
し
て
命
令
を
下
し
、
天
皇
が
そ
れ
に

従
う
構
図
を
現
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
臣
下
」
は
「
君
主
」
に
従
属
す
る
も
の
と
い
う
、
「
君
主
ｌ
臣
下
」
の

固
定
化
さ
れ
た
二
元
論
で
は
な
く
、
本
当
に
陰
陽
が
調
和
し
て
い
く
「
君

主
と
臣
下
の
対
称
性
」
が
描
か
れ
て
い
る
「
神
代
」
と
い
う
理
想
時
代
。

そ
の
よ
う
な
思
考
が
「
神
代
紀
」
か
ら
発
信
さ
れ
た
と
信
じ
た
「
纂
疏
』

の
姿
を
見
届
け
た
い
。
藤
原
摂
関
政
治
の
時
代
を
経
て
、
兼
良
「
纂
疏
』

Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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特集・〈型〉のダイナミズムⅡ

は
こ
の
「
書
物
の
思
考
」
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
（
一
九
六
二
年
九
月

塙書房）。

（
２
）
神
野
志
隆
光
一
古
代
天
皇
神
話
論
』
（
一
九
九
九
年
十
二
月
若
草

書房）。

（
３
）
本
稿
は
「
二
○
二
年
度
古
代
文
学
会
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
Ⅱ
」
、
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
書
物
の

思
考
ｌ
創
造
と
し
て
の
注
釈
・
引
用
・
編
集
ｌ
」
に
お
い
て
発
表

し
た
内
容
を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
パ
ネ
ル
は
筆
者
と

神
田
英
昭
氏
、
司
会
は
津
田
博
幸
氏
で
あ
っ
た
。

（
４
）
注
（
２
）
神
野
志
前
掲
書
。

（
５
）
向
井
哲
夫
二
准
南
子
」
と
諸
子
百
家
思
想
」
（
二
○
○
二
年
六
月

朋友書店）。

（
６
）
「
春
秋
繁
露
」
は
「
五
行
三
五
行
義
」
「
陰
陽
位
」
「
陰
陽
終
始
二
陰

陽
義
」
「
五
行
相
生
」
「
五
行
相
勝
」
「
五
行
順
逆
」
な
ど
、
陰
陽
五

行
説
に
関
連
す
る
多
く
の
篇
を
も
ち
、
儒
家
思
想
を
陰
陽
五
行
説
で

解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
（
中
村
璋
八
「
中
国
に
お
け
る
陰
陽
五
行
説
」

亀
陰
陽
道
叢
書
』
①
古
代
（
一
九
九
一
年
九
月
名
著
出
版
）
）
。

（
７
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』
（
一
九
九
九
年
一
月
講
談

（
８
）
全
釈
漢
文
大
系
『
易
経
」

（
一
九
七
四
年
一
月
集
英
社
）
）

（
９
）
注
（
２
）
神
野
志
前
掲
書
。

（
岨
）
テ
キ
ス
ト
は
国
史
大
系
第
八

（
Ⅱ
）
テ
キ
ス
ト
は
天
理
図
書
館
釡

社
…

○テ
キ
ス
ト
は
国
史
大
系
第
八
巻
『
釈
日
本
紀
」
に
拠
る
。

テ
キ
ス
ト
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
日
本
書
紀
纂
疏
」
に
拠
り
、

解
説
（
鈴
木
由
次
郎
『
易
経
上
」

に拠る。

国
民
精
神
文
化
研
究
所
編
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
（
一
九
二
五
年
三
月
）

を
合
わ
せ
て
参
照
し
た
。

（
胆
）
「
周
易
正
義
』
は
北
京
大
学
整
理
本
に
拠
る
。

（
過
）
注
（
２
）
神
野
志
前
掲
書
は
、
陰
陽
論
と
い
う
枠
組
に
対
置
し
た

瞬
間
に
発
生
し
た
ア
マ
テ
ラ
ス
を
め
ぐ
る
こ
の
矛
盾
こ
そ
が
、
「
神

代
紀
」
が
ア
マ
テ
ラ
ス
を
絶
対
性
か
ら
遠
ざ
け
て
い
く
仕
掛
け
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
、
以
降
も

葦
原
中
国
に
影
響
を
与
え
続
け
る
『
古
事
記
」
の
ア
マ
テ
ラ
ス
像
と

の
相
違
を
見
抜
い
た
の
で
あ
る
。

（
ｕ
）
「
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。

（
脂
）
『
周
易
正
義
」
「
繁
辞
上
伝
」
に
「
是
故
天
生
二
神
物
一
、
聖
人
則
し

之
。
天
地
変
化
、
聖
人
效
し
之
。
天
垂
し
象
、
見
二
吉
凶
一
、
聖
人
象
し
之
。

河
出
し
図
、
洛
出
レ
書
、
聖
人
則
し
之
・
」
と
あ
る
。

（
肥
）
『
漢
書
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
本
に
拠
る
。
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